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１研究背景
・行政課題：投票率・支持率の低下
・宇和島市：DX推進計画(2022)

→市民の声を色濃く反映できないか。

４考察
・石丸氏：YouTubeやX等を用いたこと等

によって特に若年層から支持を獲得した
と考えられる。

→ 候補者本人の情報発信
→ 有権者とのミスマッチ防止
民意の反映

→ SNSを利用した活動には効果あり

（2024年の東京都知選の関連資料）

２仮説
有権者も被選挙者も、よりSNSを活用す

ることで、市民の意見が反映された政治
の実現が可能になるのではないか。

３研究手法
＊情報収集＆データ分析
・自治体や研究機関のHP、RESAS等
・アンケート調査（生徒・自治体）
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５今後の研究
・本校生徒対象のアンケート
を実施し、得られた結果から
宇和島市や他の市町村の取組
事例と比較を行う。
・有権者との新たなコミュニ

ケーション方法を模索する。

若年層の支持と
SNSの関連性

石丸氏に注目！

＊宇和島市視察＊

「宇和島市はデジタル
技術で先進的に地域課
題を解決しているので
ＡＩの実装も進めても
らいたい」
ｂｙ平デジタル大臣
（2025.1 NHK）


